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東京の大学（私立Ａ大学、国立Ｂ大学）の学生 367 名に協力して頂いた。2012 年 7 月に、授業時
間を利用しての集団調査を実施した。調査対象者の内訳は以下の通りである。 
 












１年生 47 名(31.1%) 199 名(93.0%) 246 名(67.4%) 
２年生 97 名(64.2%) 6 名(2.8%) 103 名(28.2%) 
３年生 6 名(4.0%) 2 名(0.9%) 8 名(2.2%) 
４年生 3 名(0.7%) 7 名(3.3%) 8 名(2.2%) 
    
（性別）    
女性 92 名(60.3%) 115 名(53.7%) 207 名(56.4%) 
男性 61 名(39.7%) 99 名(46.3%) 160 名(43.6%) 
    
（学部）    
教育学部 102 名(67.5%) 214 名(100%) 316 名(86.1%) 
経営学部 21 名(13.2%)  21 名(5.7%) 
文学部 13 名(8.6%)  13 名(3.5%) 
法学部 8 名(5.3%)  8 名(2.2%) 
経済学部 7 名(4.0%)  7 名(1.9%) 
工学部 2 名(1.3%)  2 名(0.6%) 
















－ 125 － 
（α＝.89）女性（α＝.91）共に信頼性係数は十分に高いことが確認されている。回答はリカート式






























平均値 55.03 43.06 52.72 26.66 17.90 9.10 
標準偏差 8.157 4.639 3.786 4.230 1.951 2.116 
最頻値 29 48 56 26 20 9 
最小値 29 24 41 14 11 4 
最大値 75 48 56 36 20 12 
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SESRA-S 55.87（7.62） 53.94（8.70） * 
親意義 43.87（4.05） 42.01（5.13） ** 
養育 53.27（3.58） 52.00（3.94） ** 
負担感 26.60（4.02） 26.73（4.50） ns 
親要件 18.02（1.87） 17.74（2.05） ns 
世代継承 9.06（2.04） 9.14（2.21） ns 









義＞ ( １年生＝ 42.41(SD=4.91) 、２年生＝ 44.41(SD=3.66)) と＜子供の養育＞（１年生＝
52.30(SD=4.10)、２年生＝53.60(SD=2.97)）において、2 年生が 1 年生よりも有意に高かった（それ
ぞれ t(253.81)=4.18, p<.00, t(260.65)=3.32, p<.00）。また、SESRA-S（１年生＝55.60（SD=8.13）、
２年生＝53.55（SD=8.04））において、1 年生が 2 年生よりも有意に高かった（t(347)=2.15, p<.05）。 
従って、仮説検討のための相関分析を、1 年生と 2 年生の性別ごとに分けて行った。結果を表４に
示す。 
 
表４ 学年別相関分析（SESRA-S × 親準備性尺度） 
 親意義 養育 負担感 親要件 世代継承 
1 年生女性
SESRA-S 
相関係数 .025 .057 -.099 .098 .087 
有意確率 .777 .524 .262 .270 .326 
2 年生女性 
SESRA-S 
相関係数 .151 .071 .108 .087 .153 
有意確率 .216 .563 .375 .476 .211 
1 年生男性
SESRA-S 
相関係数 .085 .079 -.063 .130 .077 
有意確率 .360 .399 .501 .163 .409 
2 年生男性 
SESRA-S 
相関係数 .106 -.062 -.153 -.004 -.055 
有意確率 .549 .728 .387 .982 .756 
※1 年生女性 n=129、2 年生女性 n=69、1 年生男性 n=117、2 年生男性 n=34、両側検定 































研究 1 において、面接調査の参加を承諾した A 大学学生 11 名（女性５名、男性６名；全て文系学
部に所属）に 40 分～60 分程度の半構造化面接を実施した（調査期間：8 月～11 月）。面接協力者の
許可を得て、面接の内容を IC レコーダーで録音し、後日逐語記録を作成した。面接協力者は、SESRA-S





SESRA-S 親意義 養育 負担感 親要件 
世代 
継承 
A君(20)  ３年 58 35 51 29 18 8 
B君(22)  ４年 57 48 56 31 20 12 
C君(19)  ２年 55 45 56 29 19 9 
D君(20)  ２年 52 47 54 25 19 9 
E君(19)  ２年 50 37 54 26 18 5 
F君(18)  １年 38 24 41 29 16 8 
（男性平均） 53.94 42.01 52 26.73 17.74 9.14 
Gさん(20)  ２年 65 41 53 28 15 6 
Hさん(20)  ２年 59 48 54 21 18 10 
Iさん(22)  ４年 58 45 51 16 16 8 
Jさん(19)  ２年 51 45 53 26 18 11 
Kさん(19)  ２年 34 42 53 25 18 9 















































































た。例えば男性 A 君、B 君、C 君の場合、SESRA-S では平均よりも高い得点であり、平等主義志向
的であると言えるが、半構造化面接からは伝統的性役割観が強く根付いており、それを将来のパート
ナーに求めている様子が語られた。SESRA-S 得点は平均的かそれ以下であった D 君、E 君、F 君も、
半構造化面接でパートナーの意志を尊重したいと語る一方で、伝統的な性役割観に基づいた母親役割
を望む気持ちも語られた。女性の G さん、I さんは、SESRA-S 得点は平均以上であり、男女平等意
識が強いことが示されたが、半構造化面接においては、自分の家庭では伝統志向的であることが示さ
れた。 
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－ 135 － 
ⅰ. 男性 
 












































「揺れ」有り女性 G さん、J さん 




































「揺れ」無し女性 H さん、I さん、K さん 
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た、A 君や J さんに顕著に見られるように、本研究の面接が契機となり、自己の有する性役割観
を意識化した協力者もいた。性役割観等を含む価値観は、物事を決定する際の判断基準となるた
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「第 14 回出生動向調査―結婚と出産に関する全国調査－独身者調査の結果概要」 
<http://www.ipss.go.jp/ps-doukou/j/doukou14_s/doukou14_s.pdf> 
（2012/12/31 アクセス） 
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